
鎖骨 a

肋骨 b

胸郭 c

a

b

c

a

b

１０点 c

a

b

１０点 c

a

b

c

　 a

肺血管 b

３０点 c

ａ

ｂ

１０点 ｃ

ａ

ｂ

８点 ｃ 中肺野がやや不適切

ａ

ｂ

３点 ｃ

ａ

ｃ

ａ 概ね適正

４点 ｃ 荒い

ａ 概ね良好

ｂ

３点 ｃ ボケている

ＤＲ圧縮 ａ 概ね適正

１点 ｃ 不適正

ａ 概ね適正

ｃ 不適正

様式５

Ｃ．総合評価

1

1

1

右下肺血管のボケ

3 3

1 1

0

ややボケている 2 2

1

中心線からのズレ

-1

適正性

0 0

減点

第1胸椎両側横突起の欠如

 コントラスト

右下肺外側末梢血管が
側枝まで見える

左主気管支下縁まで見える

コントラストが明瞭

肺
実
質

上縦隔部の気管が見える

8　　　　7

6

10　　 　9

右下行肺動脈の辺縁が
明瞭に見える

気管 ・
主気管支

10　　 　9

6 6

10　　　　9

8　　　　7

8　　　　7

8　　　　7
分岐部・右主気管支下縁
まで見える

気
道
系

肺血管が見えにくい

右肺下縁が見える

6

6

評 価 項 目

見える

良く見える

見えにくい

評 価 摘 要 区 分

よく見える

見えにくい

２０点

部分的に見える

縦
隔

見える

全体がよく見える

全体が見える

8　　　　7

6

10　　 　9

画像　１ 画像　３画像　２

10　　　　910　　 　9

8　　　　7

8　　　　7

8　　　　7

6

10　　　　9

10　　　　9

8　　　　7

6

8　　　　7

10　　　　9

10　　　　9

8　　　　7

6

評価技師

8　　　　7

20　　　19

8　　　 　7

20　　　19

6

8　　　　7

6

10　　　　9

6

20　　　19

6

10　　 　9

8　　　　7

6

18　　　17

16

10　　　　9

肺野濃度 肺全体及び
第６-７後肋間

8　　　　7

6　 　 　5

4

6　　　　5

4

参加施設用

A.　解剖学的指標による評価  (70 点)

骨
格
系

胸椎

10　　　　9

8　　　　7

6

令和6年度　画質評価票

10　　 　9

肺血管が見える

施設コード

評価医師

右横隔膜の描出

18　　　17

16

右肺野中層部血管影の
太さが分かる

肺野の粒状性

心臓下縁の粒状性

概ね適正

心臓・胸椎

1

2

コントラストが適切

コントラストがやや不適切

8　　　　7

6

3

2 2

3

心血管及び
肩甲骨と肋骨外縁

10　　　　9

肩甲骨排除不足

1

アーチファクト

-1 -1 -1

-1 -1 -1

-1

肺底部欠如

-1

-1 -1 -1

-1 -1 -1

-1 -1 -1

1

0

過度な周波数処理

1

3

2

1

3

1

2

2

1

0

2

1

2

1

2

1

1 1

2

0

鮮鋭度

左肺動脈
下行枝

ノイズ
低減処理

１点
適正性

10　　　　9

全 体 が 適 切

10　　　　9

16

6

8　　　　7

6

8　　　　7

8　　　　7

18　　　17

6　　　　 5

4

B.　物理的指標による評価  (30 点)

中肺野は適切

荒い

縦隔濃度

心臓・胸椎の濃度が適正

心臓・胸椎の濃度がやや
足りない

心臓・胸椎の濃度が不適切

粒状性


